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第６学年算数科の授業提示にあたっての本時までの取組
単元 比
授業（１／６時間 ）
教科書では、コーヒーとミルクの味について扱っているが、導入での扱いと理解しにくいと

考えて「図形」を取り上げた。
課題 次の６種類の形で同じ形はどれか。

ア イ ウ

オ

エ
カ

１. 同じ形について調べる。見た感じから似ている、長さを測る、各自の具体物で比べてみる
などして検討した。

子どもの考え
ア イ ウ エ オ カＳ： ウは正方形→同じ形はない 測定した長さ

cmＳ： オは角がない→同じ形はない から検討 縦 ３ １ ４ ６ ７ ６ ９（ ）
cmＳ： アとエは形が似ている。 横 ２ ９ ４ ４ ２ ９ ６（ ）

図形の向きを変えるとエにアが４個入るから同じ
※２：３の長方形アと４：６の
長方形エは同じと考えた

カにイが９個入るから同じＳ：
エ※６：９の長方形カの図形と１：９の長方形イの図形は

同じと考えた
Ｓ： それぞれ長方形であり、またそれぞれの形が何個か

入るということで同じ形と言えるのではないか

カ

○長さに注目して比に気づかせたかったので表にしたが、考えは出なっか
った。そこで
T：図形①④⑥を取り上げて縦と横の長さが２：３、４：６、６：９になるよう
な形を同じといい、次のような長さの割合になることを比であることを押さ
えた。

子どもの活動より

６ ４
２

２

３
各自が長さを測る等、

自分の考えを発表６ 実際の図形を活用

○本時で捉えてほしい視点からの考えはなかったので、引き続き次の時間で考えることにした。

指導の振り返り
・「同じ形」とあいまいな表現だったので、長方形という形という視点や同じ長さや図 形の中に
その形が入るから同じ形といった観点で子どもたちは捉えた。ねらいにそったものでない意見
が出されたが、子どもたちの発想に驚かされるものがあった。次時では、
定義を明確にして、同じ形を検討させたい。
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授業（２／６時間）

同じ形という意味を理解させるために、同じ形の定義を、比縦と横に比２：３
４：６ ６：９ になっているものであるとした。
とすれば 前時の課題で 図アとイ 図アとカが同じと言えるか？
また、新たな図形 縦横２：１８の図形を与え、アイカと比較して考えさせた６：９
の長方形と１：９の長方形
また、新たな図形長方形２：１８の長方形と同じものはないか。

縦と横の長さの比の割合が２倍、３倍となっているものは同じ形子どもの考え
縦は横の何倍（２／３倍等同じもの）になっているかで同じ形を見つける

指導の振り返り
・前時「同じ形」の定義を明確にして、検討させた結果理解することができた。

授業（３／６時間）
課 題

縦の長さの比が３：４になるように旗を作ります。横の長さを６０ｃｍ
とすると、縦の長さは何ｃｍになるでしょうか。

縦の長さを□ｃｍとして、□にあてはまる数を求めましょう。

３：４＝□：６０

１ 箱には何が入るか？
同じ形の意味が分かったとすれば、□に入る数字も分かるものとして考えることができる。
子どもの考え
① ６０÷４＝１５

cm４ ６０
×１５

（対） （ 対）

縦
cm３ ×１５ □

÷１５

×１５
②

３ ＝
□

４ ６０

×１５ ６０÷４＝１５
３ □ ３×１５＝４５
４ ６０

指導の振り返り
・縦や横の長さに視点を置いて、横の長さが何倍になっているかを見つけ、縦の長さもそ
の同じ倍数になっているときう視点から導き出している。
ここでは、どの子どももスムーズに理解できた。




